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大阪夕陽丘学園短期大学

同窓会

第69号

私
た
ち
は
、世
界
規
模
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
と
い

う
嘗
て
経
験
し
な
か
っ
た
困
難
な

状
況
の
中
に
、日
々
を
過
ご
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
如
何
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
？
我
が
同
窓
会
も
昨
年

は
総
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。　

母
校
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、緊
急

事
態
下　

通
常
の
授
業
が
行
わ
れ

ず
、
一
部
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
授
業
で

代
替
さ
れ
る
対
応
を
と
ら
れ
、そ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
に
於
い
て
、
母

校
の
教
務
関
連
シ
ス
テ
ム
上
の
問

題
と
、
生
徒
自
身
の
通
信
環
境
や

通
信
機
器
に
も
問
題
が
あ
り
大
変

な
経
済
的
、
精
神
的
な
負
担
が
強
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い
ら
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
よ

う
な
中
、
昨
年
六
月
七
日
、
山
田
学

園
理
事
長
様
、
東
田
学
長
先
生
よ

り
当
み
ど
り
会
（
常
任
幹
事
会
）

に
、「
在
学
生
へ
の
緊
急
支
援
の
お

願
い
」
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
同
窓

会
会
則　

第
八
条
２
項
に
基
づ
い

て
、
急
遽
臨
時
幹
事
会
を
招
集
致

し
ま
し
た
。幹
事
の
方
々
に
よ
る
審

議
の
結
果
、
み
ど
り
会
の
大
切
な

資
産
で
は
あ
り
ま
す
が
、
定
期
預

金
よ
り
一
千
万
円
を
お
役
に
立
て

て
頂
こ
う
と
い
う
結
論
に
至
り
、議

決
さ
れ
ま
し
た
。以
上
ご
報
告
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。会
員
の
皆
様
、

ど
う
か
ご
了
承
頂
き
ま
す
様
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

今
年

は
、
何
と
か
形
を
変
え
て
、
同
窓
会

を
開
催
し
、
皆
様
に
直
接
ご
報
告

申
し
上
げ
る
機
会
が
持
て
れ
ば
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。
一
日
も
早
く
こ

の
感
染
症
が
終
息
し
ま
す
よ
う
祈

り
ま
す
。そ
し
て
心
よ
り
在
学
生
の

皆
さ
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

尚
、本
年
度
は
、193
人
の
新
会
員
を

お
迎
え
し
会
員
総
数
は
１
４
３
８
８

人
と
な
り
ま
し
た
。
共
に
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
を
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

会
長
挨
拶

益
倉
　
初
代

2021 年みどり会総会ご案内
＜日　時＞　2021 年 11 月 13 日（土）12：00 〜

＜場　所＞　本校　TEL（06）6771-5183

※詳細は出席者にのみ後日連絡いたします。
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ハガキの投函は５月31日（月）必着でお願いします。
コロナ禍のため総会のみになりますのでご了承ください。

6
会
場
案
内
図
6

会場へのアクセス
⃝大阪メトロ谷町線「四天王寺前夕陽丘」駅１号・２号出口より　徒歩３分
⃝南海線「なんば」駅、大阪メトロ各線「なんば」駅、阪神線・近鉄線「大阪難波」駅
　より徒歩15分
⃝近鉄線「大阪上本町」駅徒歩15分

2021年みどり会総会
11月13日（土）12時から

大阪夕陽丘学園短期大学にて

　　　学園祭のご案内　　　
　　　　　　 （夕陽祭）

2021年11月13日（土）
例年通りに行われる予定です。皆様お誘い合わせの上、お越し
下さいますようお待ちいたしております。
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今
年
も
新
緑
の
季
節
が
巡
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。ま
さ
し
く「
み
ど

り
」会
に
ふ
さ
わ
し
い
季
節
で
は

あ
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
は
ま
だ

ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

で
、
季
節
の
わ
り
に
は
気
分
が
晴

れ
な
い
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
み
ど
り

会
会
員
の
皆
さ
ま
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
学
園
の
近
況
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
昨
年
度
は
４
月
・
５

月
と
一
斉
休
講
に
始
ま
り
、
そ
の

後
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
対
面
授
業

と
を
併
用
し
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど

夏
休
み
も
な
く
後
期
開
講
と
な
り

ま
し
た
。
学
生
生
活
に
お
き
ま
し

て
は
、
学
園
祭
や
、
学
外
イ
ベ
ン

ト
、
海
外
研
修
、
そ
し
て
卒
業
パ

ー
テ
ィ
な
ど
は
中
止
せ
ざ
る
を
得

ず
、
大
変
残
念
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
、
今
年
度
は
入
学
定

員
２
２
０
名
を
大
き
く
上
回
る

２
８
１
名
の
新
入
生
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は

新
し
い
コ
ー
ス
で
あ
る「
産
学
連

携
キ
ャ
リ
ア
創
造
コ
ー
ス
」の
15

名
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

絶
好
調
な
学
生
募
集
状
況
の

下
、
学
生
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

向
上
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
新
し

い
教
務
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
、
教

職
員
一
同
大
変
な
負
担
を
こ
な
し

な
が
ら
大
い
に
張
り
切
っ
て
多
く

の
学
生
を
迎
え
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
遠
隔
授

業
な
ど
で
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き

る
教
務
シ
ス
テ
ム
が
不
可
欠
と
い

う
こ
と
で
み
ど
り
会
の
皆
様
か
ら

多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
導
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
紙
面

を
お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
引
き
続
き
学
園
に
対
す

る
暖
か
い
ご
支
援
と
学
園
運
営
に

関
す
る
率
直
な
ご
意
見
、
ご
指
導

を
賜
り
た
く
、
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

　
理
事
長
・
学
園
長

山
　
田
　
　
　
清 

先
生

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
、
昨
年
度

は
、
世
界
中
が
生
活
も
経
済
も
、

誰
も
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
日

が
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

振
り
回
さ
れ
る
１
年
と
な
り
ま
し

た
。
教
育
の
現
場
も
同
様
で
し
た
。

ほ
と
ん
ど
の
大
学
が
学
校
を
封
鎖

す
る
事
態
と
な
り
、
感
染
者
が
集

団
発
生
し
た
大
学
に
非
難
が
集
中

し
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
人
へ
の
風
評

被
害
も
頻
発
し
ま
し
た
。

学
生
は
も
ち
ろ
ん
教
職
員
も
危

険
に
晒
さ
れ
る
な
か
で
、
教
育
環

境
を
整
え
、
学
修
成
果
を
達
成
す

る
た
め
に
、
本
学
も
難
し
い
判
断
に

直
面
す
る
日
々
と
な
り
ま
し
た
。

教
職
員
の
絶
大
な
協
力
の
も
と
教

室
の
手
配
、
時
間
割
、
非
常
勤
講

師
の
調
整
、
授
業
内
容
の
再
構
築
、

検
食
な
ど
実
習
内
容
の
組
換
え
、

学
外
実
習
、
換
気
や
フ
ェ
イ
ス
マ
ス

ク
・
パ
ネ
ル
の
手
配
配
置
な
ど
段

取
り
も
手
探
り
で
動
き
な
が
ら
考

え
、
修
正
し
な
が
ら
、
な
ん
と
か
乗

り
越
え
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
は
長
期

化
し
そ
う
で
す
。
授
業
の
う
ち
３

割
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
ら
を

支
え
る
教
務
シ
ス
テ
ム
が
老
朽
化
し

て
き
て
お
り
、
昨
年
度
は
ト
ラ
ブ
ル

が
多
発
し
、
そ
の
修
正
に
担
当
の
教

職
員
は
、
ま
る
で
モ
グ
ラ
た
た
き
状

態
の
対
応
に
追
わ
れ
る
毎
日
に
な

り
ま
し
た
。
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
は
多
額
の
予
算
が
必
要
で
途

ご
あ
い
さ
つ

　
学
　
長東　

田
　
晋
　
三 

先
生

方
に
く
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
、
救
い
の
手
を
差

し
伸
べ
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
“
み
ど

り
会
”
で
し
た
。
1,
0
0
0
万
円

と
い
う
多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
く

こ
と
で
、
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
る

目
途
が
立
ち
ま
し
た
。
本
年
度
よ

り
新
し
い
教
務
シ
ス
テ
ム
を
使
い
、

次
世
代
に
向
け
た
教
学
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
希
望
が
持
て
ま
す
。「
み
ど
り

会
」の
お
力
を
い
た
だ
き
、
短
大
に

と
っ
て
実
に
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
稿
を

お
借
り
し
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
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会　
　

長　

益　

倉　

初　

代
（
三　

浦
）
短
大
十
七
回

副
会
長　

吾　

妻　

正　

子
（
鴨　

門
）
短
大
十
七
回

　
　

（
兼
）
岡　

本　

真
理
子
（
長　

崎
）
短
大
三
十
回

経　
　

理　

堀　
　
　

礼　

子
（
大　

栗
）
短
大
十
七
回

　
　
　
　
　

岡　

本　

真
理
子

行
事
企
画　

西　

口　

康　

子
（
多　

口
）
短
大
二
十
回

　
　
　
　
　

中　

塚　

真
紀
子
（
花　

田
）
短
大
三
十
一
回

　
　
　
　
　

南　
　
　

弥　

穂
（
楠　

本
）
短
大
三
十
五
回

　
　
　
　
　

平　

井　
　
　

舞　
　
　
　
　
大
阪
夕
陽
丘
学
園
十
四
回

会
誌
発
行　

山　

本　

悦　

子　
　
　
　
　

短
大
二
十
三
回

　
　
　
　
　

内　

田　

美
由
紀
（
相　

馬
）
短
大
二
十
四
回

　
　
　
　
　

石　

本　

由　

子
（　

林　

）
短
大
四
十
回

庶　
　

務　

向　

井　

和　

子
（
角　

村
）
短
大
十
七
回

　
　
　
　
　

東　

川　

美
智
子
（
山　

本
）
短
大
二
十
回

　
　
　
　
　

山　

野　

寛　

子
（
内　

藤
）
短
大
三
十
回

監
査
役　

西　

出　

真　

紀
（
愛
久
沢
）
短
大
十
七
回

　
　
　
　
　

川　

村　

美
代
子
（
鴨　

門
）
短
大
二
十
回

２
０
２
１
・
２
０
２
２ 

年
度　
新
役
員
・
常
任
幹
事

◆
２
０
２
０
年
度　

◎
会
員
数　
　
　

１
４
，
３
８
８
名

◎
幹
事
会　
　
　

２
回

　

２
０
２
０
年
４
月
４
日
（
土
）

　
　

２
０
１
９
年
度
会
務
・
決
算
報
告
の
件

　
　

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の
件

　
　

２
０
２
０
年
度
総
会
開
催
の
件

　

２
０
２
０
年
６
月
21
日
（
日
）

　
　

み
ど
り
会
よ
り
母
校
へ
の
協
力
金
の
件

◎
常
任
幹
事
会　

５
回

　

２
０
２
０
年
４
月
４
日
（
土
）

　
　

２
０
１
９
年
度
会
務
・
決
算
報
告
の
件

　
　

２
０
２
０
年
度
事
業
計
画
・
予
算
の
件

　
　

２
０
２
０
年
度
総
会
開
催
の
件

　

２
０
２
０
年
6
月
７
日
（
日
）

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
緊
急

　
　

支
援
依
頼
の
件

　

２
０
２
０
年
6
月
21
日
（
日
）

　
　

み
ど
り
会
よ
り
母
校
へ
の
協
力
金
の
件

　
　

２
０
２
０
年
度
会
誌
の
反
省
の
件

　

２
０
２
０
年
11
月
23
日
（
月
・
祝
日
）

　
　

２
０
２
１
・
２
０
２
２
年
度
役
員
の
件

　
　

同
窓
会
会
則
改
正
の
件

　

２
０
２
１
年
２
月
27
日
（
土
）

　
　

２
０
２
１
・
２
０
２
２
年
度
役
員
の
件

　
　

２
０
２
１
年
度
総
会
、
会
誌
の
件

同
窓
会
庶
務
報
告

◎
総
会
・
懇
親
会

　

２
０
２
０
年
6
月
15
日
（
土
）
開
催
中
止

◎
会
誌
発
行　

◆
２
０
２
１
年
度　

事
業
計
画

◎
行
事

　

総
会
・
懇
親
会　
　

２
０
２
１
年
11
月
13
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
学
園

◎
会
誌

　

２
０
２
１
年
5
月
1
日　
　

８
，
９
０
０
部

学
園
ニ
ュ
ー
ス

◎
第
16
回
卒
業
証
書
・
学
位
記
授

与
式
挙
行
さ
れ
る

　

２
０
２
１
年
３
月
16
日
（
火
）

第
16
回
卒
業
式
が
「
シ
ェ
ラ
ト
ン

都
ホ
テ
ル
」
で
挙
行
さ
れ
た

今
年
度
は

食
物
栄
養
学
科　
　
　
　

112
名

キ
ャ
リ
ア
創
造
学
科　
　

81
名

合
計
193
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。

◎
新
入
生
281
名
を
迎
え
る

　

２
０
２
１
年
4
月
1
日
（
木
）

　

学
科
別
入
学
式
セ
レ
モ
ニ
ー

　

食
物
栄
養
学
科　
　
　

126
名

　

キ
ャ
リ
ア
創
造
学
科　

155
名

合
計
281
名
が
入
学
し
ま
し
た
。

◎
教
職
員
の
異
動

○
新
任

　
（
２
０
２
１
年
４
月
１
日
付
）

　

高
嶋　

典
子
（
准
教
授
）

　

山
﨑　

明
宏
（
准
教
授
）

○
退
職

　
（
２
０
２
１
年
３
月
31
日
付
）

　

青
山　

佐
喜
子
（
教
授
）

　

與
久
田　

巌
（
教
授
）

　

久
我　

周
夫
（
特
専
教
授
）

　

梅
本　

真
美
（
助
教
）
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お
振
込
金
の
領
収
証
は
、
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
ま
た
は
郵
便
局
の
発
行

す
る
領
収
証
を
も
っ
て
、
み
ど
り

会
の
領
収
証
に
代
え
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

●
年
度
会
費

み
ど
り
会
の
運
営
は
年
度
会
費

と
新
卒
業
生
の
会
費（
十
年
分
）で

お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
卒

業
後
十
年
を
経
過
し
ま
す
と
自
分

達
の
納
め
た
会
費
も
残
り
少
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
同
窓
会
会
誌
費

用
の
一
部
位
は
自
分
達
で
負
担
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
年
度
会
費
制

度
が
発
足
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

会
費
は
一
年
分
四
百
円
で
、
本
年

は
六
十
回
卒
業
生
（
二
〇
一
一
年

三
月
卒
）の
方
ま
で
に
実
施
致
し

ま
す
。

諸
般
の
事
情
に
よ
り
該
当
年
度

の
方
全
員
に
振
込
用
紙
を
同
封
し

年 度 会 費 の お 願 い
★年度会費の振込みは

平成23年３月以前に卒業の会員
の皆様が対象です。

て
お
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
金
の
際
は
振
込
用
紙
表
面
の

通
信
欄
の
各
項
目
を
必
ず
ご
記
入

の
上
、
五
年
分
二
千
円
の
送
金
で

お
願
い
致
し
ま
す
。

2020年度予算・決算及び2021年度予算
（2020年４月１日〜2021年３月31日）

（単位：円） （単位：円）
一般会計 2020年度 一般会計 2021年度
摘　　要 予算 決算 摘　　要 予算

収
入
の
部

前年度繰越金 7,233,695 7,233,695

収
入
の
部

前年度繰越金 7,589,882
入会金（新卒業生） 408,000 392,000 入会金（新卒業生） 488,000
会費（新卒業生） 2,040,000 1,960,000 会費（新卒業生） 2,440,000

総会会費 500,000 0 総会会費 0
年度会費 500,000 340,720 年度会費 500,000
預金利息 10,000 2,801 預金利息 10,000
寄付金 0 0 寄付金 0

合計 10,691,695 9,929,216 合計 11,027,882

支
出
の
部

総会諸費 800,000 57,270

支
出
の
部

総会諸費 800,000
会議費 100,000 69,866 会議費 100,000

会誌発行費 1,700,000 1,657,718 会誌発行費 800,000
慶弔費 50,000 41,335 慶弔費 50,000
事務費 200,000 246,585 事務費 100,000

通信費 1,100,000
人件費 280,000 266,560 人件費 280,000

定期預金へ 0 0 定期預金へ 0
雑費・予備費 10,000 0 雑費・予備費 10,000
次年度繰越金 7,551,695 7,589,882 次年度繰越金 7,787,882

合計 10,691,695 9,929,216 合計 11,027,882
＜みどり会財産目録＞ 　　2021年3月31日現在 ＜みどり会財産目録＞
※定期預金 ※定期預金

摘　　要 予算 決算 摘　　要 予算
前年度繰越金 30,073,750 30,073,750 前年度繰越金 20,073,750

短期大学寄付金 0 △10,000,000
一般会計へ 0 0

次年度繰越金 30,073,750 20,073,750 次年度繰越金 20,073,750
※普通預金 ※普通預金
　（一般会計）※上記一般会計より転記 （一般会計）※上記一般会計より転記

摘　　要 予算 決算 摘　　要 予算
前年度繰越金 7,551,695 7,589,882 次年度繰越金 7,787,882

2020年度経理 堀　　礼子
岡本真理子

2020年度決算は、以上の通り適正且つ正確に処理されており又、常任幹事会の運営状況並び
に業務の執行についても問題のないことを認めました。
監　査　役 明石けい子

向井　和子
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教務関連システムに対する1000万円の寄付金の御礼
学長　 東田 晋三

令和２年度は、新型コロナウイルス感染症による政府の緊急事態宣言を受けて、本学は、
令和２年５月７日からオンラインによる遠隔授業での開講となり、６月から通常の対面授
業 ( 一部はオンライン授業 ) を実施しました。そのオンライン授業は、対面授業と異なり
予習・復習等による教育効果がありましたが、本学の教務関連システム上の問題 ( トラブ
ル ) に加え、各自の通信環境や通信機器の問題もあり、遺憾ながら在学生には大変な経済
的・精神的な負担を強いることになりました。そのような中で少しでも在学生の学修環境
を整備するために、急遽、2021 年度に向けて本学の教務関連システムの更新による円滑
なオンライン授業を含む学修環境整備の実施を決定しました。

しかしながら、教務関連システム更新に関しては多額な財政負担が生じ、現状の学園の財
政状況が厳しい状況で大変苦慮している際に、みどり会の益倉会長をはじめ常任幹事会、
総会の会員の皆さまが今回の当事業へのご理解をいただく中で、みどり会として 1,000 万
円の浄財をいただくことになりました。この書面をお借りして、会員の皆さまに厚く御礼
申し上げます。

なお、みどり会の貴重な浄財を、在学生に常に理解してもらうために、在学生がパソコ
ンやスマホで学生ポータルシステム ( 学生利用ウェブサイト )「OYG UNIPA」にログイン
( 利用 ) する度に、トップ画面に毎回「本学システムは、同窓会『みどり会』の寄付によっ
て導入されています」というメッセージが表示され、在学生の同窓会に対する意識の醸成
を図るように努めています。

同窓会会則改正について
いつも同窓会活動にご協力賜りましてありがとうございます。
このたび同窓会会則の改正についてお知らせいたします。
2020 年６月のみどり会総会において会則の改正について提案さていただくように準備

しておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大により総会の開催が急遽中止となりまし
た。そして未だコロナウイルス感染の終息は見通せない状況です。

会則改正は総会において出席会員の３分の２以上の同意によって変更することが出来る
と第 11 章第 17 条に明記されています。しかしこのような状況下では提案させていただ
く機会が不透明な状態です。

総会は毎年１回６月に開催することと会則に定められていますが、今の状況を考えて今
年度は 11 月に開催することをご了承ください。また役員の数が足りていませんが欠員の
状態で執行させていただきたいと思います

以上よろしくお願い申し上げます。
庶務担当
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高い就職率も魅力です！（全体99.4％、食物栄養学科100％、キャリア創造学科98.5％）＊

＊2020年３月卒業生実績

食物栄養学科

「調理に強い栄養士」を育成します。卒業と同時に「栄養士

（国）」「栄養教諭（国）」の資格取得が可能です。

キャリア創造学科　製菓クリエイトコース

ベテランパティシェからプロの技術をしっかり学び、在学中に「製

菓衛生師（国）」の資格取得を目指します。

キャリア創造学科　ファッションデザインコース

デザイン・造形・スタイリング・販売などを学び、アパレル業界で

活躍できる幅広い力を身に付けます。

キャリア創造学科　ブライダルデザインコース

ブライダル業界の実務知識を習得し、「ブライダルコーディネート

技能検定（国）」の資格取得を目指します。

キャリア創造学科　ビューティーデザインコース

ネイルやメイク、ヘアデザインを中心に各分野のプロから最新スキ

ルを学び、各種資格の取得を目指します。

キャリア創造学科　産学連携キャリア創造コース

優良企業での長期間実習を通じて実践的なビジネス能力を身に付

け、社会で即戦力として活躍できる人材を育てます。

オープンキャンパスにご参加ください！

※開催日などをスマホでチェック！（本学サイトにリンクします）

「ファミリー優遇制度」をご利用いただけます！
入学金25万円 全額免除

受験生の四親等（大叔母、従姉妹など）以内のご家族・ご親族が本学園（旧大阪女子
学園を含む短期大学または高等学校）の卒業生または在学生の場合、入学金を免除致し
ます。本制度はファミリー入試のほか全入試に適用されます。

今年度も夕陽丘ファミリーの方が数多く入学されました。皆様のご親族の方にもぜひ
お勧めください！
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キャリア支援課より

新型コロナウィルスの影響を受けた2020年度の就職活動ですが、3月に卒業
を控える学生の80%が新卒での就職を希望し、 自分の希望する道に進めるよう
がんばっています(卒業式時点の就職決定率は92％ )。

2020年10月実施の「卒業生の就業状況アンケート」では、 卒業後１・２年目の
皆様にはお忙しい中ご協力をいただき誠にありがとうございました。 アンケー
ト結果によりますと、

卒業時の仕事を今も続けられている方の理由は、
★食栄 １位：人間関係がよい　２位：通勤が楽　3位：休みがとりやすい 
★キャリア １位：人間関係がよい　２位：やりたかった仕事ができている　

　　　　　　 ３位：通勤が楽 
卒業時の仕事を辞められた方の理由は、
★食栄 １位：残業が多い　２位：人間関係が悪い　３位：やりたかった仕事

　　　　 ができない 
★キャリア １位：人間関係が悪い　２位：残業が多い　３位：やりたかった

　　　　　　 仕事ができない 
と、学生時代の就職活動だけでなく、社会に出られてからも、ご自身のお仕事
やキャリアで悩んだり迷われたりされる方が多いことがうかがえました。本学
では、卒業生の皆さまのキャリア支援にも力を入れております。辞めてしまわ
れる前に、是非お気軽にご相談ください。既卒の方向けの求人も短大に多数届
いております。転職をお考えの方も是非ご相談ください。

相 談 希 望 の 方 は 事 前 にsyusyoku@oyg.ac.jp も し く は 
06-6771-5183ま で｢キ ャ リ ア の こ と で｣と ご 連 絡 く だ さ い。
LINEでもお気軽にどうぞ⇒

フードスペシャリスト資格認定試験のご案内
本試験は、①フードスペシャリスト、②専門フードスペシャリスト（食品開発）、

③専門フードスペシャリスト（食品流通・サービス）の３種類あります。②と③
は上級資格で、①と②あるいは①と③は同時受験できます。2020年度は10名が
受験し7名の在学生が合格しました。在学中に受験資格は取得したが資格取得し
なかった卒業生や①を合格し②や③に挑戦したい卒業生は本学で受験可能です、
ご希望・問合せには本冊子同封のハガキもしくはFAXでご連絡ください。追って
案内と申込用紙を郵送いたします。

（担当　食物栄養学科　治京）
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皆
様
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
本
年
も
、
総
会
の
開
催

は
難
し
い
よ
う
で
す
が
、
会
誌
係

の
御
協
力
で
、
会
誌
69
号
が
発
刊

さ
れ
る
と
の
事
で
、
ク
ラ
ス
だ
よ

り
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
短
大
二
回
卒
の
私
達
が
卒
業

し
た
時
、
当
時
の
下
田
学
長
始
め

諸
先
生
方
や
、
厚
生
学
園
卒
の
お

姉
様
、
短
大
一
回
卒
の
先
輩
の
御

努
力
で
、
第
一
号
の
同
窓
会
誌
が

発
刊
さ
れ
て
か
ら
、
七
十
年
近
い

月
日
が
流
れ
ま
し
た
。そ
の
間
、皆

様
の
御
協
力
で
、
毎
年
ク
ラ
ス
会

を
開
催
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

楽
し
い
思
い
出
が
残
っ
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
か
。
す
で
に
逝
去
さ

れ
た
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
も
あ
り
、
現

在
、
病
に
苦
し
ま
れ
て
い
る
方
も

あ
り
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
昨
年
の
会
誌
で
、
予

女
子
学
園
と
私

　
大
阪
女
子
学
園
短
大
２
回
（
食
物
）

濱
田　

恒
子
さ
ん

昭
和
八
年
二
月
生
ま
れ
八
十
八

才
米
寿
を
迎
え
ま
し
た
。
母
と
長

姉
が
五
十
三
才
で
他
界
し
自
分
も

そ
れ
ぐ
ら
い
で
他
界
す
る
の
か
な

あ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
八
十
八

才
現
役
で
元
気
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。深

い
考
え
も
な
く
料
理
の
勉
強

を
す
る
予
定
で
入
学
し
ま
し
た

が
、
こ
の
二
年
間
で
私
は
学
ぶ
楽

し
さ
深
さ
に
目
覚
め
ま
し
た
。

私
達
は
、
二
期
生
で
一
期
生
は

13
名
。
一
度
社
会
に
出
て
も
う
一

度
学
校
に
入
学
し
資
格
を
取
り
に

こ
ら
れ
た
方
々
で
年
令
は
ま
ち
ま

ち
で
し
た
。
入
学
当
時
は
学
生
会

も
何
の
ク
ラ
ブ
も
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
達
で
い
ろ
ん
な
ク
ラ
ブ

を
作
り
秋
に
は
文
化
祭
を
開
催
で

き
る
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

学
校
に
は
、
運
動
場
が
な
く
、

バ
レ
ー
コ
ー
ト
が
一
面
あ
る
の
み

に
驚
き
ま
し
た
が
、
小
高
い
岡
に

素
晴
し
い
日
本
庭
園
が
あ
り
緑

の
木
々
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
西
の
方
向
に
難
波
髙
島
屋
が

眺
め
ら
れ
夕
陽
が
沈
む
の
も
美
し

い
も
の
で
し
た
。
天
気
の
よ
い
日

の
昼
食
は
、
半
数
の
方
が
庭
の
木

陰
で
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ

お
弁
当
を
食
べ
た
も
の
で
し
た
。

夏
休
み
に
は
、
滝
川
教
授
の
勉

強
会
が
あ
り
ま
し
た
。
志
賀
高
原

の
温
泉
宿
で
一
週
間
教
授
を
囲
ん

で
の
話
し
合
い
が
お
勉
強
会
と
な

り
楽
し
い
思
い
出
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。

卒
論
は
太
田
春
子
さ
ん
と
二
人

で
学
園
内
の
植
物
を
採
取
し
て
染

色
の
標
本
を
作
成
し
ま
し
た
。

学
校
の
体
育
の
時
間
が「
ス

ケ
ー
ト
」だ
っ
た
り「
ス
キ
ー
」

だ
っ
た
り
と
田
舎
で
は
体
験
出
来

な
い
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
学
園

祭
そ
の
他
行
事
に
学
校
側
は
、
学

生
を
信
じ
自
由
に
存
分
に
体
験
さ

せ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

二
年
間
で
し
た
が
あ
っ
と
言
う

間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
お
金
で
買
う

こ
と
の
出
来
な
い
大
き
な
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

卒
業
後
は
母
校
の
高
校
で
家
庭

科
の
教
師
を
勤
め
余
暇
に
茶
道
華

道
に
深
入
り
し
、
現
在
教
室
を
続

け
て
い
ま
す
。
若
い
人
達
に
囲
ま

れ
て
毎
日
楽
し
く
生
活
し
て
い
ま

す
。学

園
の「
ほ
の
ぼ
の
」し
た
思
い

を
大
黒
柱
と
し
て「
必
要
な
人
」

と
し
て
歩
い
て
行
き
た
い
と
念
じ

て
い
ま
す
。「
女
子
学
園
」は
私
の

宝
物
で
す
。
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん
頑

張
っ
て
元
気
で
長
寿
を
ま
っ
と
う

し
て
下
さ
い
！

会　

員　

だ　

よ　

り

大
阪
女
子
学
園
短
大
２
回

ク 

ラ 

ス 

だ 

よ 

り
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い
毎
日
を
過
ご
す
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

同
窓
会
の
役
員
の
皆
様
の
ご
親

切
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
学
園
の
よ
り
一
層
の
発

展
と
愛
と
真
実
を
モ
ッ
ト
ー
の
学

園
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
お
祈
り
致

し
ま
す
。

前
田　

康
子
記

思
い
も
よ
ら
な
い
コ
ロ
ナ
禍
が

１
年
経
ち
ま
し
た
が
、
皆
様
お
変

わ
り
な
く
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。卒

業
後
、
地
方
に
い
た
り
、

子
育
て
、
仕
事
し
た
り
、
介
護
と

な
か
な
か
同
窓
会
に
行
け
な
い
46

年
で
し
た
が
、
年
に
一
度
春
に
届

く
会
誌
「
み
ど
り
」は
、
学
校
の

発
展
・
校
名
の
変
更
・
先
生
方
の

移
動
・
活
躍
さ
れ
て
い
る
卒
業
生

の
お
話
し
な
ど
懐
か
し
く
、
驚
く

事
多
く
楽
し
み
で
し
た
。
私
は
卒

業
直
後
事
務
職
で
し
た
が
、
結
婚

後
大
学
の
食
堂
で
栄
養
士
の
補
助

な
事
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
日
課

の
あ
り
ま
す
毎
日
、
適
当
な
緊
張

の
中
で
自
然
に
身
に
付
き
ま
し
た

日
課
を
こ
な
し
て
参
り
ま
し
た
日

日
、
今
一
度
取
り
戻
せ
ま
す
こ

と
、
唯
々
祈
る
ば
か
り
で
す
。

一
昨
年
の
ク
ラ
ス
便
り
に
、
ク

ラ
ス
の
方
々
の
消
息
を
少
し
で
も

お
伝
え
出
来
ま
す
様
に
、
ご
連
絡

を
お
願
い
致
し
ま
し
た
が
、
私
の

思
い
は
空
振
り
に
終
り
ま
し
た
。

何
日
、
何
刻
、
何
が
起
こ
り
ま

す
か
分
ら
な
い
昨
今
、
少
し
で
も

楽
し
か
っ
た
学
園
時
代
の
想
い
出

を
お
話
出
来
ま
す
れ
ば
、
今
の
閉

じ
込
め
ら
れ
ま
し
た
生
活
に
灯
が

燈
さ
れ
た
様
に
思
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ク
ラ
ス
便
り
が
お
目
に
か

か
り
ま
し
た
ら
、
お
一
人
で
も
多

く
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
か
ら
の
お
電

話
頂
戴
出
来
ま
す
事
を
祈
り
乍
ら

ペ
ン
を
置
き
ま
す
。大

西　

笑
子
記

「
思
い
出
」

コ
ロ
ナ
流
行
の
中
、
皆
様
、
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
ワ

ク
チ
ン
の
輸
入
も
で
き
、
少
し
安

心
し
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
頃
は
、
大
変
恵
ま
れ

た
時
代
で
し
た
。

恩
師　

麓
（
ふ
も
と
）先
生
、

宮
川
先
生
、
藤
原
先
生
の
指
導
の

元
、
学
び
ま
し
た
。
厳
し
く
も
あ

り
、
や
さ
し
く
も
あ
り
、
楽
し
い

学
生
時
代
で
し
た
。
卒
業
論
文
の

発
表
で
胸
が
ド
キ
ド
キ
し
緊
張
を

し
ま
し
た
。
皆
様
も
心
に
の
こ
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
時
代
も
過
ぎ
て
、
結

婚
、
子
供
の
教
育
で
忙
し
く
、
会

う
機
会
も
少
な
く
、
年
賀
状
だ
け

の
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
年
齢

も
76
歳
に
な
り
ま
す
と
、
主
人
や

子
供
や
両
親
と
の
別
れ
、
悲
し
み

と
喜
び
を
味
わ
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
、
お
琴
の
先
生
を
し
な

が
ら
活
躍
し
て
い
る
人
も
お
り
、

又
、
両
親
や
夫
の
介
護
を
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
私
も
子
供
達
と

自
分
の
し
た
い
こ
と
を
し
て
楽
し

告
し
ま
し
た
通
り
、
今
も
現
役
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
濱
田
恒
子
さ
ん

が
、
投
稿
し
て
下
さ
り
、
本
当
に

嬉
し
く
思
い
ま
す
。
濱
田
さ
ん
と

同
様
の
早
生
れ
で
、
本
年
一
月
末

に
、
米
寿
を
迎
え
ま
し
た
私
、
年

令
を
重
ね
る
大
変
さ
を
、
つ
く
づ

く
感
じ
て
お
り
ま
す
昨
今
で
す
。

明
石　

け
い
子
記

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
迎
え
ま
し
た

令
和
三
年
、
新
年
の
慶
び
よ
り
不

安
が
先
立
つ
年
明
け
で
し
た
。

こ
の
様
な
災
難
と
申
し
ま
し
ょ
う

か
、
不
幸
と
申
せ
ば
よ
ろ
し
い
の

か
、
ど
の
様
に
対
処
し
、
生
活
し

て
行
け
ば
よ
ろ
し
い
の
か
戸
惑
う

ば
か
り
で
す
。

皆
さ
ま
は
ど
の
様
に
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

自
粛　

自
粛
の
中　

私
自
身　

脳
の
自
粛
が
一
番
こ
わ
い
で
す
。

日
頃
何
の
気
な
し
に
過
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
日
日
、

今
改
め
て
振
り
返
り
、
何
と
幸
せ

短
大
３
回
（
被
）

短
大
14
回

短
大
24
回
（
食
）
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本講座はおかげさまで2021年度に27年目を迎えます。第34回管理栄養士国家
試験におきましては卒業生７名が合格されました。近隣の短期大学・専門学校で
はトップクラスです。本年度も基礎の復習から最近の傾向に合わせた講義や模擬
試験も含め開催する予定です。本講座は卒後教育と位置づけており、他のセミナー
より受講料が大変お安くなっております（昨年度は5000円）。受講希望の方は、
本冊子同封のハガキもしくはFAXまでご連絡ください。一人でも多くの皆様の受
講をお待ちしております。今年の管理栄養士国家試験に合格された方は短大事務
局（06-6771-5183）にご連絡ください。

「栄養士のための生涯学習講座（管理栄養士国家試験対策講座）」のご案内

・講座予定表および時間　　実施場所：本学
回 月/日（曜） 9:00～16:10 回 月/日(曜) 9:00～16:10
1 ９/５（日） 講　　義 ６ 11/27（土） 講　　義
2 ９/18（土） 講　　義 ７ 12/19（日） 講　　義
3 10/３（日） 講　　義 ８ １/８（土） 講　　義
4 10/16（土） 講　　義 ９ １/23（日） 講　　義
5 11/７（日） 講　　義 10 １/29（土） 模擬試験

＊講義内容は決まり次第お知らせします。
実施方法
　　　本学学内での対面講義またはオンライン講義

（担当　食物栄養学科　田中　森）

▼
編
集
後
記
▲

今
年
も
会
誌
が
皆
様
の
手
元
に

届
く
事
が
で
き
ま
し
た
事
を
、

係
一
同
、
御
協
力
頂
い
た
方
々

に
厚
く
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

を
、
事
務
パ
ー
ト
な
ど
経
て
、
市

役
所
の
食
堂
パ
ー
ト
の
時
、
調
理

師
免
許
を
取
り
、
47
歳
で
保
育
園

給
食
を
作
る
非
常
勤
に
な
り
ま
し

た
。
50
歳
で
保
育
園
栄
養
士
の
常

勤
勤
務
に
食
育
推
進
ス
タ
ー
ト
の

頃
で
し
た
。
担
任
の
先
生
と
相
談

し
て
毎
月
子
ど
も
達
と
行
事
食
な

ど
の
ク
ッ
キ
ン
グ
、
定
年
ま
で
の

10
年
間
忙
し
い
け
ど
楽
し
い
時
間

で
し
た
。
今
は
一
度
離
れ
た
保
育

園
で
週
一
日
事
務
を
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
休
み
の
無

い
保
育
園
で
す
。
行
く
た
び
孫
達

と
同
じ
く
ら
い
の
子
ど
も
達
の
泣

き
声
や
元
気
な
声
に
励
み
癒
し
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
仲

間
で
す
、
コ
ロ
ナ
が
過
ぎ
懐
か
し

い
友
達
と
会
え
る
日
々
が
早
く
来

る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

山
田　

郁
子
記

栄養士実力認定試験のご案内
本学では毎年12月に実施される全国栄養士養成施設協会主催の栄養士実力認定試験の

希望者による受験をしています。2020年度は受験者の56％が最高ランクのA評価に認定
されました。この試験は卒業生も１回のみ受験可能となります。本試験の科目は管理栄
養士の国家試験対策にもつながりますので、一度実力を試してみてはいかがでしょうか。
ご希望・問合せには本冊子同封のハガキもしくはFAXでご連絡ください。追って案内と
申し込み用紙を郵送いたします。

（担当　食物栄養学科　森）
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「みどり会」へのご要望・ご質問にお答えします。

Ⓠ：昨年「年度会費」を振り込んだのですが、今年も振込用紙が入っていました。今年
　　も振込をしないといけないのですか？

Ⓐ：卒業して１０年を経過しますと会員の方に振込用紙を同封させていただいておりま
　　す。振込していただきますと、その年から「５年分」として会に入金記載させてい
　　ただいておりますので、５年後にお振り込みいただければ結構です。
　　５年以内に振込いただきました場合には前回振り込んでいただいた５年分の後にひ
　　きつづき入金記載させて頂いております。また、ご自分の年度会費についてお知り
　　になりたい場合は、事務局までお問い合わせください。

Ⓠ：名簿が欲しいのですが？
Ⓐ：個人情報の件がありますので今は名簿をコピーしてお渡しはしておりません。

Ⓠ：友人が同窓会からの郵便物が届かないと言っています。どうしたら良いのですか？
Ⓐ：会員のみなさんは学園短大を卒業された時の住所で登録されています。卒業後、住
　　所を変わられた場合、住所等の表示が変更された場合にはみどり会に変更の申し出
　　をしてください。同様に会からの連絡が途絶えているご友人の方がいらっしゃい
　　ましたら会にお申し出いただくようご連絡いただきたく思います。
　　　なお、同窓会のホームページ（卒業生の方へ）からも連絡用のFAX用紙が出力で
　　きるようになっていますのでご利用ください。
　　　なお、ご友人の会員が亡くなられた場合にも会にご連絡をいただけますようお願
　　いいたします。

Ⓠ：クラス幹事を変りたい、やめたい、どうすればいいですか？
Ⓐ：クラス会などを開いてクラスの皆様で話し合っていただき次の方を決めてください。
　　又は卒業時に２名決めておりますので、もう一人の方にご相談いただいても結構で
　　す。その後、決まりましたら事務局にお知らせください。

Ⓠ：みどり会事務局への問い合せはどのようにしたら良いのですか？
Ⓐ：火曜日に学園で事務処理等をしていますのでお問い合せください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（来校していない日もあります）
　　短 大 同 窓 会　　FAX（06-6770-2888）
　　メールアドレス　　midorikai@oyg.ac.jp
　　携　帯　番　号　　080-5770-1587


